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    第一章


    
      1ニネベについての託宣たくせん。エルコシびとナホムの幻まぼろしの書しょ。

      
        2主しゅはねたみ、かつあだを報むくいる神かみ、

        主しゅはあだを報むくいる者もの、また憤いきどおる者もの、

        主しゅはおのがあだに報復ほうふくし、

        おのが敵てきに対たいして憤いきどおりをいだく。

        3主しゅは怒いかることおそく、力強ちからづよき者もの、

        主しゅは罰ばつすべき者ものを決けっしてゆるされない者もの、

        主しゅの道みちはつむじ風かぜと大風おおかぜの中なかにあり、

        雲くもはその足あしのちりである。

        4彼かれは海うみを戒いましめて、これをかわかし、

        すべての川かわをかれさせる。

        バシャンとカルメルはしおれ、

        レバノンの花はなはしぼむ。

        5もろもろの山やまは彼かれの前まえに震ふるい、もろもろの丘おかは溶とけ、

        地ちは彼かれの前まえにむなしくなり、

        世界せかいとその中なかに住すむ者ものも皆みな、むなしくなる。

        6だれが彼かれの憤いきどおりの前まえに立たつことができよう。

        だれが彼かれの燃もえる怒いかりに耐たえることができよう。

        その憤いきどおりは火ひのように注そそがれ、

        岩いわも彼かれによって裂さかれる。

        7主しゅは恵めぐみ深ふかく、なやみの日ひの要害ようがいである。

        彼かれはご自分じぶんを避さけ所どころとする者ものを知しっておられる。

        8しかし、彼かれはみなぎる洪水こうずいであだを全まったく滅ほろぼし、

        おのが敵てきを暗くらやみに追おいやられる。

        9あなたがたは主しゅに対たいして何なにを計はかるか。

        彼かれはその敵てきに二度どとしかえしをする必要ひつようがないように

        敵てきを全まったく滅ほろぼされる。

        10彼かれらは結むすびからまったいばらのように、

        かわいた刈かり株かぶのように、焼やき尽つくされる。

        11主しゅに対たいして悪事あくじを計はかり、

        よこしまな事ことを勧すすめる者ものが

        あなたのうちから出でたではないか。

        

      


      
        12主しゅはこう言いわれる、

        「たとい彼かれらは強つよく、かつ多おおくあっても、

        切きり倒たおされて絶たえはてる。

        わたしはあなたを苦くるしめたが、

        重かさねてあなたを苦くるしめない。

        13今いまわたしは彼かれのくびきを砕くだいて、

        あなたからとり除のぞき、

        あなたのなわめを切きりはなす」。

        

      


      
        14主しゅはあなたについてお命めいじになった、

        「あなたの名なは長ながく続つづかない。

        わたしはあなたの神々かみがみの家いえから、

        彫像ちょうぞうおよび鋳造ちゅうぞうを除のぞき去さる。

        あなたは罪深つみぶかい者ものだから、

        わたしはあなたの墓はかを設もうける」。

        

      


      
        15見みよ、良よきおとずれを伝つたえる者ものの足あしは山やまの上うえにある。

        彼かれは平安へいあんを宣のべている。

        ユダよ、あなたの祭まつりを行おこない、

        あなたの誓願せいがんをはたせ。

        よこしまな者ものは重かさねて、

        あなたに向むかって攻せめてこないからである。

        彼かれは全まったく断たたれる。

        

      

    

  


  


  
    第二章


    
      
        1撃うち破やぶる者ものが

        あなたに向むかって上のぼって来くる。

        城しろを守まもれ、道みちをうかがえ。

        腰こしに帯おびせよ、大おおいに力ちからを強つよくせよ。

        

      


      
        2主しゅはヤコブの栄さかえを回復かいふくして、

        イスラエルの栄さかえのようにされる。

        かすめる者ものが彼かれらをかすめ、

        そのぶどうづるを、そこなったからである。

        

      


      
        3その勇士ゆうしの盾たては赤あかくいろどられ、

        その兵士へいしは紅くれないに身みをよろう。

        戦車せんしゃはその備そなえの日ひに、火ひのように輝かがやき、

        軍馬ぐんばはおどる。

        4戦車せんしゃはちまたに狂くるい走はしり、

        大路おおじに飛とびかける。

        彼かれらはたいまつのように輝かがやき、

        いなずまのように飛とびかける。

        5将士しょうしらは召集しょうしゅうされ、

        彼かれらはその道みちでつまずき倒たおれ、

        城壁じょうへきに向むかって急いそいで行いって大盾おおだてを備そなえる。

        6川々かわがわの門もんは開ひらけ、

        宮殿きゅうでんはあわてふためく。

        7その王妃おうひは裸はだかにされて、捕とらわれゆき、

        その侍女じじょたちは悲かなしみ、

        胸むねを打うって、はとのようにうめく。

        8ニネベは池いけのようであったが、

        その水みずは注そそぎ出だされた。

        「立たち止どまれ、立たち止どまれ」と呼よんでも、

        ふりかえるものもない。

        9銀ぎんを奪うばえ、金きんを奪うばえ。

        その宝たからは限かぎりなく、

        もろもろの尊たっとい物ものはおびただしい。

        

      


      
        10消きえうせ、むなしくなり、荒あれはてた。

        心こころは消きえ、ひざは震ふるえ、

        すべての腰こしには痛いたみがあり、

        すべての顔かおは色いろを失うしなった。

        11ししのすみかはどこであるか。

        若わかいししの穴あなはどこであるか。

        そこに雄おじしはその獲物えものを携たずさえ行いき、

        その子こじしと共ともにいても、これを恐おそれさせる者ものはない。

        12雄おじしはその子こじしのために引ひき裂さき、

        雌めじしのために獲物えものを絞しめ殺ころし、

        獲物えものをもってその穴あなを満みたし、

        引ひき裂さいた肉にくをもってそのすみかを満みたした。

        

      

    


    
      13万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる、見みよ、わたしはあなたに臨のぞむ。わたしはあなたの戦車せんしゃを焼やいて煙けむりにする。つるぎはあなたの若わかいししを滅ほろぼす。わたしはまた、あなたの獲物えものを地ちから断たつ。あなたの使者ししゃの声こえは重かさねて聞きかれない。
    

  


  


  
    第三章


    
      
        1わざわいなるかな、血ちを流ながす町まち。

        その中なかには偽いつわりと、ぶんどり物ものが満みち、

        略奪りゃくだつはやまない。

        2むちの音おとがする。車輪しゃりんのとどろく音おとが聞きこえる。

        かける馬うまがあり、走はしる戦車せんしゃがある。

        3騎兵きへいは突撃とつげきし、

        つるぎがきらめき、やりがひらめく。

        殺ころされる者ものはおびただしく、

        しかばねは山やまをなす。

        死体したいは数かず限かぎりなく、人々ひとびとはその死体したいにつまずく。

        4これは皆みなあでやかな遊女ゆうじょの恐おそるべき魔力まりょくと、

        多おおくの淫行いんこうのためであって、

        その淫行いんこうをもって諸しょ国民こくみんを売うり、

        その魔力まりょくをもって諸しょ族ぞくを売うり渡わたしたものである。

        

      


      
        5万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる、

        見みよ、わたしはあなたに臨のぞむ、

        わたしはあなたのすそを顔かおの上うえまであげ、

        あなたの裸はだかを諸民しょみんに見みせ、

        あなたの恥はじる所ところを諸国しょこくに見みせる。

        6わたしは汚けがらわしい物ものを、あなたの上うえに投なげかけて、

        あなたをはずかしめ、あなたを見みものとする。

        7すべてあなたを見みるものは、

        あなたを避さけて逃にげ去さって言いう、

        「ニネベは滅ほろびた」と。

        だれがこのために嘆なげこう。

        わたしはどこから彼女かのじょを慰なぐさめる者ものを、

        尋たずね出だし得えよう。

        8あなたはテーベにまさっているか。

        これはナイル川かわのかたわらに座ざし、

        水みずをその周囲しゅういにめぐらし、

        海うみをとりでとなし、

        水みずをその垣かきとしている。

        9その力ちからはエチオピヤ、またエジプトであって、

        限かぎりがない。

        プトびと、リビヤびともその助たすけ手てであった。

        10しかし、これもとりことなって捕とらえられて行いき、

        その子こ供とももすべてのちまたのかどで打うち砕くだかれ、

        その尊たっとい人々ひとびとはくじで分わけられ、

        その大おおいなる人々ひとびとは皆みな、鎖くさりにつながれた。

        11あなたもまた酔よわされて気きを失うしない、

        あなたは敵てきを避さけて逃にげ場ばを求もとめる。

        12あなたのとりでは皆みな

        初はつなりの実みをもつ、いちじくの木きのようだ。

        これをゆすぶればその実みは落おちて、

        食たべようとする者ものの口くちにはいる。

        13見みよ、あなたのうちにいる兵士へいしは女おんなのようだ。

        あなたの国くにの門もんはあなたの敵てきの前まえに広ひろく開ひらかれ、

        火ひはあなたの貫かんの木きを焼やいた。

        14籠城ろうじょうのために水みずをくめ。

        あなたのとりでを堅かためよ。

        粘土ねんどの中なかにはいって、しっくいを踏ふみ、

        れんがの型かたをとれ。

        15その所ところで火ひはあなたを焼やき、

        つるぎはあなたを切きる。

        それはいなごのようにあなたを食くい滅ほろぼす。

        

      


      
        あなたはいなごのように数かずを増ませ。

        ばったのようにふえよ。

        16あなたは自分じぶんの商人しょうにんを天てんの星ほしよりも多おおくした。

        いなごは羽はねをはって飛とび去さる。

        17あなたの君きみたちは、ばったのように、

        あなたの学者がくしゃたちは、いなごのように、

        寒さむい日ひには垣かきにとまり、

        日ひが出でて来くると飛とび去さる。

        そのありかはだれも知しらない。

        

      


      
        18アッスリヤの王おうよ、

        あなたの牧者ぼくしゃは眠ねむり、あなたの貴族きぞくはまどろむ。

        あなたの民たみは山やまの上うえに散ちらされ、

        これを集あつめる者ものはない。

        19あなたの破やぶれは、いえることがなく、

        あなたの傷きずは重おもい。

        あなたのうわさを聞きく者ものは皆みな、

        あなたの事ことについて手てを打うつ。

        あなたの悪あくを常つねに身みに受うけなかったような者ものが、

        だれひとりあるか。
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